





































































































































































































































































   総合政策 第 22 巻(2021)  
来世代につながる持続可能な社会を構築するため
の方法や仕組みとされているフューチャー・デザ
インについて矢巾町の実践内容と効果を明らかに
した。 
 本研究の結論である第 8章では、小規模水道事
業が人口減少社会において持続可能な水道第四世
代の水道を構築するためには、水道のように生活
必需的需要を供給する極めて公共性の高いものは、
水道事業体が勝手にその水準を設定するものでは
なく、本来「形成」されるべきものであり、一次
的に住民の生活基準として形成されるべきもので
あるから、そこには住民自治が不可欠であり、水
道事業において住民参加は重要な位置づけとなる
こと。住民自治が基点となることは、すなわち水
道が誰のものかという基本的なことが最終的に最
も重要であり、主権者のためのガバナンスが必要
であることを指摘し、本来は市町村がシビル・ミ
ニマムを形成するうえで重要であることを明らか
にした。 
 また、今後の課題として水道の持続可能性を考
えた場合、現在の事業の最適化を考えるだけでは
なく、将来水道を使用する人々の利益も考慮する
必要があり、フューチャー・デザインにおける仮
想将来世代を創出するための条件整理や討議にお
ける情報提供の仕方等の一般化を図り、重層的住
民参加の更なる見直しにつなげることで水道事業
の住民参加を進め、世代間の利害調整がどのよう
な水道事業体においても可能とすることをあげた。 
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